




















1邸… 2(phonetics) (01 a speech sound) produced 
with the muscles of the speech organs relaxed 


































…定義 舌筋が緊張する母音のことをいう。…例示 [i:， a:， 0:， U:， a:]等は、その長短
にかかわらず、その調音の構えの個性が、例えば他の [1，e， a， A， 0， u]と根本的に違っ
ていて、舌筋に弛張の差があり、舌幅の広狭を異にするというのである。 Palmerの呼
気法からすると、前者は声門の自由流出で、後者は意識的開聞というのである。

























fより高く Jrより周辺の位置でj 発せられ、 [1]は「より低く Jrより中央寄りの位置







あろうか。「同じ領域内」というのは、「高さ j を問題にしたときに「緊張Jと f弛緩」






































f低く J rわずかに中舌寄り J と指摘されている。
-・緊張 (tense)・弛緩(lax)という用語…は音韻的に決定された母音の組を決定する
のにとっておくのがよい。[舌根前進 (Adv.如何dTongue Root， ATR+)という(緊張母音



















.ピーター・ローチ/島岡 E、三浦弘訳 (1996): W英語音声学・音韻論~ (大修館書庖)
…研究者(特にアメリカの研究者)の中には、長母音と二重母音を張り母音 (tense)
と、短母音を弛緩母音 (lax)と呼ぶ者もいる。… (p.21)
ここでも openと checkedのことを tense、laxと呼ぶ人がある(にすぎなし、)、と言ってい
る。
(9)竹林滋・斎藤弘子『新装版 英語音声学入門』
3.3.2.2 日本語の/i/が基本母音の [i]に近いのに対して、英語の/1/つまり [eJはむ
しろ基本母音の [eJに近く更にそれより後寄りであることに注意すべきである。日







[ [ 1 Jについて]この音の舌の位置は [i:Jや日本語の「イ」よりも低く、かっ少し内
寄りである (p.5)。
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り([ 1 Jの場合は少し後寄り、 [oJの場合は少し前寄りになること)であるという点、すな
わち、「母音三角形J上では三角形の外縁から内部に入り込んだ位置にあるということで
ある。これは次節でみることになる「中央化J(Mid-centralizing)に合致する特徴である。
一方、 checked vowelに属するその他の母音、 [6J[aJ [AJ [i)Jはそうした特徴を持たない(英








まず用語のおさらいをしておくことにする。音声学用語で midとは open(広=低)と close



























































[ mid-openlならば、 [e]に対して→[8']すなわち [3L [:>]に対して→[5]すなわち [6]ぐ
らいであろう。いずれも中舌化をもってこれに充てることができる。























Open [i:] [e I] [a:] [u:] [a:] [0 U] [:>:] 
-36 









<a> 〈晶><e> <o> <i> <u> <0> <u> 
Open [a:] [6:] [e:] [o:] [i:] [y:] [0:] [u:] +[a] (<e>) 
Checked[a] [6] [6] [a] [1] [y] [0] [0] 
ドイツ語における f緩み母音Jは、 checked vowelsのうちの [1] 、[0]および[y]に現れ
る。さらに、重母音の副母音において [1](危 1/) と[0](危 0/)および[y](I:>y/)は現れる(英
語の重母音におけるそれよりも緩み母音としての現れ方ははっきりしている)。
5・3.スウェーデン語
<a> 〈邑〉 くe> <o> <i> <y> <0> <u> 〈品〉
Open [α・] [s:] [e:] [o:] [i:] [y:] [U:] [l:] [0:] 
Checked[a] [6] [ι] [a] [1 ] [y] [0] [e] [0] 
〈晶〉と <e>は Checkedの位置で中和するように思える。
張り 緩み
<i> [i: ] [1] 
<0> [U:] [0] 
<y> [y:] [y] 
<U> [l: ] [e] (=[ll]) 
τ-
くU>で書かれる open vowelが[日:]で現れるのがスウェーデン語の大きな特色であると思
うが、その checkedvowelのカウンターパートは [e]に近いと記述されることがある[※ 9]。










例) lig[lax]光 mis[mas]霧 sin[sa n] sing[s ao]歌う skip [sk a p]船
sprink銅 n[sprao k D・n]パッ夕、イナゴ drink [dr ao k]飲む









ロシア語における[1 ]は、主に軟子音の後のく e>やく H>の、強勢のないところで実現す
る。ロシア語の場合、強勢の前と後で母音の「弱化j の様相が異なることがあるので、両
方のケースをみておく。
強勢の前の例: JI e i K o[五1xko:] rやさししリ
強勢の後の例: JI e i 可 e[五 e:xtf 1] rよりやさしく J










音価はそれぞれ、大略 i[i]u[i] u[u]e[e]a[a]σ[a :]δ[0]e[6]0[コ]呂 [13]a[a]のように考
えてよかろう。
ベトナム語の正書法ではアクサンシノレコンフレックスは f挙上Jを表すものの如くであ
って、 6は狭い(高い)eを、 δは狭い(高い)0をそれぞれ表す[※ 10]。それからすると、五
とは raを高く挙げた(狭くした)ものj という意味にとれるが、 [13]の音価を持つものはく
心の方で、 aは[a]ぐらいの高さのものである。なお、 <u>の音価が[i ]であるということ
は、この補助記号は「中舌に寄せるJのか、(後寄り母音を)前進させるのか、どちらかで
あろう(実際、書くときに右上から左下に向かつて釧ねるようだが、これが「左向き、つ






Pook司omet al. (1992)によれば、ムラブリ (Mlabri)語はモンクメール語族に属する極小言






e 1r 0 

















高 国 u 
中 e a 。


















かつての正書法では/eIを eと書き、 /a/を単に eと書き、区別していたが、現在では書き
分けないもののようだ[※ 13]。機能負担量が小さいからなのか、どうか。マレーシア側
































高 u u 
。半高。
低 a a 
i、eの二つが中立。
(2)トルコ語
後 a 1 0 


























































陰→ [a] ー[リ i[U]
vs. vs. vs. 
陽ト[a] ・[2] ム [0]
[2]は[傍]と同じぐらいの高さの母音なので[a]よりは広い。だから [a]と[a]、[2]と[i]は、














張母音 <a> <i> <u> <e> <0> 
緩母音 〈邑><i> <u> <邑〉 くが
もしかすると、 f緩みJのかわりに何らかの非デフォルト化(有標化)をもって替えるよ
















歴は v+n， m， 0などであると一つまり「あとから生じたJものであると一決めでかかるこ
とはできない。
実際、ある言語について、その母音体系が、
口母音 <a> <i>くu><e> <0> 
鼻母音〈轟><r> <包><あくδ〉









張母音<a><i><u><e><o>と緩母音色><i><u><e><o>、この 10母音 (5x 2)体系は、もし
「張り j と「緩み」の対立を額面通り考えると、たとえば、
<a> [a]vs. <a> [13J (:=[~J 



























[eJ の緩んだ [~J のかわりに[8]があり、 [oJ の緩んだ[吉]のかわりに [oJ がある、ことにな
っているというこのこと、これを、しかし、 r[a Jのあるところ(中央)に向かつて緩む」
ことを目指していると考えるとどうなるだろう。













いる)J という意味である。 "[e]"によって言いたいことは r[i]よりも少し低しリという
ことであり、中舌化した [i]= [i]とは「少し後ろに引かれた [i]J =[i]である。
[i]を少し下げ([i]王寺 [e])、かっ少し後ろに引く ([e])、というのが、 f[I]=[邑]Jの意味
-r 
である。



















































※2 :ロルマイ・ベドロ・ガルシア、大森裕巳、八杉佳穂、小泉政利 (2012)p.74 ; Brown， 




















※ 6: IPAは 1993年の改訂 (revision)の後、 1996年に小さな訂正 (correction)を経て、 2005年
の最新版(現在)に至っているということなので (IntemationalPhonetic Aljヮhabet-前 kipedia，the 
free encyclopedia、及び「国際音声記号-WikipediaJ による)、 r2005年に」修正されたと考
えてもよさそうである。この時までに IPAの「中の人」はこの問題に気付いたのである。
※ 7 :緩みの後舌高母音 [o)をスモールキャピタルの U を用いて書くこともあるところ、
後舌高母音 [u}から唇の丸めを取り除いた母音に対応する記号が[田]なのであってみれば、



















※ 9:尾崎義編 (1982)Wスウェーデン語基礎 1500語J] (大学書林)[以下 f旧版 1500語J] 
では checkedのくu>を[u]、openのそれを [w:]としている;菅原邦城・ Claes Garl白編
(1987;2007年 4版)Wスウェーデン語基礎 1500語J] (大学書林)[以下「新版 1500語J]では
checkedの<u>を[a]、openのそれを[也:]とする;速水望(2007)Wニューエクスプレススウ
ェーデン語J] (白水社)では、 checkedの<u>を[a]、openのそれを[田:]とする。菅原・Garlen
による「新版 1500語j の記述を本文では採用した。 openのくu>を中舌母音[¥1]の記号を正
しく用いて表記する点 ([w]の記号をもってー非円唇後高母音ではなく一中舌高母音 [i]の
代わりとする習慣が一部にあることについては前号の拙稿「サンスクリット第 7母音の本





とである。「旧版 1500語j では油田kedのく0>を[u]、openのそれを [u:]としている。「新版
1500語j では油田kedのく0>を[u]、openのそれを [u:]とする。『ニューエクスプレススウ
ェーデン語』では、 checkedの<0>を[u]、o戸nのそれを [u:]とする。本稿ではやはり「新









はこれをさらに拡張したもので、 6が「広い oJ [0]を表すのに用いられている。





音節にのみ現れる。例)[IJ動調化接頭辞(Pookajomet al. (1992) p.51) k u- n 0 m乳房・胸→ k
u n 0 m(乳を)吸うよ完了接頭辞(同 p.51)?e- w A 1戻る→?eW A 1すでに戻っているよ名詞化
接中辞(同 p.51)・er・ kwac掃く→ ke附 ac答。こうしたものはクメール語では分析的に表
され、たとえば動詞(次の例では aoir与える J)を助動詞的に用いる。 baw吸う aoi ko:n baw 













※ 15 :近藤 (1990)において筆者は rYale式改」と称し、次のような転写法を用いていた。
トa 1 e ム 0，u -w I i . B 
現在はこの方法を採らず、単に「大韓民国文教部 59年式Jによって
トa 1 eo ム o，u -euい
とし、 ・については類推によって reaJ (なお、ムは zで写す)と書くことにしてい
る。補助記号を用いずに 転写することができる点で r59年式」は優れていると考える








※ 16 : Irvy W. Goossen ( 1995): Dine Bizaad:争'eak， Read. Write Navajo， Salina Bookshelf， Inc.， ，、
FI喝叫 Arizona;ナパホ語の鼻母音はテイルデ(口)ではなく Mshhook(2)で表される。








※ 19 : Brown， Maxwell， Little (2006) p.9に〈晶〉について叩r明uentvariant is schwa， the cen回 1lax 
vowel of English in words like ahout， c!p， and昌，mbrell!，";p.l0で〈邑〉について"Likethe English 
vowel in単L臨u"and認鎚"i同ベ}ジにく凸〉について"Likethe English vowels in回忌&!u，鑑証出L
品副.";<j>と〈詰〉についてはそれぞれ、 "Likevowels in sit， kiss， and kid." (p.l0)、"Likethe 
English vowels in put， book， pull， and should." (p.ll)とあり、それぞれ本当に"lax"の[1]、[u]に
相当するのは間違いなさそうである。









※ 21 : r構成的立場」とは、音の作り方を考える言語学(教育)工学であるわけであるが、
それはある音から出発して目的の音に至る「手順のセット」を与える方法でもある。この
「手願」をいまたとえば母音について、「挙上J~、「下げる J 早、前進させる早、後退
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(こんどう・すがえ 聖霊女子短期大学生活文化科講師)
La亘書yvs. Mid-centralizing 
Sugaye KONDO 
ワム
戸川
U
